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資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

我
々
は
高
度
成
長
時
代
に
資
源
多
消

費
に
よ
る
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
型

の
生
活
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
確
か
に
生
活
は
物
質
的
に
豊
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
廃
棄
物
に
関
し
て

大
量
排
出
、
そ
れ
に
伴
う
最
終
処
分
場

の
ひ
っ
迫
、
不
法
投
棄
の
増
加
、
廃
棄

物
最
終
処
理
施
設
設
置
等
に
関
す
る
不

安
感
・
不
信
感
の
増
大
な
ど
、
特
に
最

近
、
深
刻
な
社
会
問
題
・
環
境
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
、
資
源
循
環
型
社

会
が
早
急
に
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

平
成
13
年
１
月
に
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
廃
棄
物

処
理
法
」、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」、

更
に
個
別
物
品
の
特
性
に
応
じ
た
リ
サ

イ
ク
ル
規
制
と
し
て
「
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
」、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
」、
等
関
連
法
令
も
大
幅
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。（
参
考
資
料
１
の
「
循
環

型
社
会
関
連
法
体
系
」
を
参
照
）

資
源
循
環
法
関
連
を
体
系
的
に
理
解

し
、
順
守
し
て
資
源
循
環
型
社
会
が
早

急
に
形
成
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
資
源
少
国
で
あ
り
、
総
使

用
天
然
資
源
の
39
％
（
資
源
36
％
、
製

品
３
％
）
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
す
。
食
料
自
給
率
に
い
た
っ

て
は
40
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
参
考

資
料
２
の
「
わ
が
国
の
物
質
フ
ロ
ー
」

を
参
照
）

そ
の
た
め
に
も
資
源
循
環
型
社
会
を

早
急
に
形
成
し
、
資
源
の
安
定
確
保
を

図
る
こ
と
が
最
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。

不
要
対
象
物
を
有
価
・
無
価
を
問
わ

ず
「
廃
棄
物
等
」
と
し
て
一
体
的
に
と

ら
え
、
製
品
等
が
廃
棄
物
等
と
な
る
こ

と
の
抑
制
を
図
る
べ
き
こ
と
、
発
生
し

た
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
そ
の
有
用
性

に
着
目
し
て
「
循
環
資
源
」
と
し
て
と

ら
え
、廃
棄
物
の
排
出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
使
用
（
リ

ユ
ー
ス
）（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

等
「
３
Ｒ
」
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
最
終
的
に
循
環
利
用
の
出
口
で

あ
る
廃
棄
物
の
適
正
処
分
の
確
保
に
努

め
、「
天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環

境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ

る
社
会
」
で
あ
る
「
循
環
型
社
会
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
資
料
３
の
「
循
環
型
社
会
」
を
参

照
）排

出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
と
は
、

不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
、
使
い
捨

て
の
ご
み
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
利
用

し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
ご
み
の
量
を

「
減
ら
す
」
こ
と
で
、
ご
み
問
題
の
み
な

ら
ず
、
環
境
問
題
全
般
に
と
っ
て
、
最

も
重
要
で
効
果
的
な
取
組
で
す
。

再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
と
は
、
不
要

物
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応

じ
て
、
修
理
、
洗
浄
等
を
行
っ
た
上
で
、

「
も
う
一
度
（
何
度
も
）
使
う
こ
と
」
で

す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
品
物
を
購

入
し
て
使
用
す
る
こ
と
や
、
ビ
ー
ル
び

ん
を
回
収
し
再
利
用
す
る
こ
と
が
リ

ユ
ー
ス
対
策
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
般
的

に
リ
サ
イ
ク
ル
に
比
べ
て
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
汚
染
が
少
な
く
、
リ

ユ
ー
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
取
組
で
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
一
般
的
だ
っ
た
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
で
後

退
が
目
立
ち
、
リ
ユ
ー
ス
び
ん
の
推
進

に
は
事
業
者
、
消
費
者
の
意
識
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
は
、

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
分
別

収
集
し
、
資
源
と
し
て
「
再
生
利
用
」

す
る
こ
と
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
と
の
違
い

は
、
不
要
品
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、
一
度
原
材
料
の
形
に
戻

し
、
新
た
な
製
品
と
し
て
再
生
産
す
る

点
で
す
。
新
し
い
も
の
を
作
る
時
と
同

じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
新

た
な
環
境
負
荷
を
生
じ
る
こ
と
も
多
く
、

リ
ユ
ー
ス
に
比
べ
て
優
先
順
位
は
低
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
、「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
回
収
）」
の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
上
記
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
不
要
品
を
材
料
（
マ
テ
リ
ア
ル
）
と

し
て
、
製
品
を
再
生
産
す
る
こ
と
か
ら
、

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
わ
れ

る
の
に
対
し
、「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

は
、
廃
棄
物
を
「
燃
料
」
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
指
し
、
不
要
品
を
破
砕
し

て
埋
め
立
て
た
り
、
単
に
燃
や
し
て
し

ま
う
よ
り
熱
と
し
て
回
収
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
で
す
が
、
熱
と
し
て
回
収
し

た
後
は
焼
却
灰
が
最
終
処
分
さ
れ
る
だ

け
で
、
そ
れ
以
上
循
環
し
な
い
こ
と
か

ら
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
全
般
的
な

環
境
保
全
の
手
段
と
し
て
は
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
優
先
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
終
処
分
は
「
３
Ｒ
」
を
推
進
し
た

結
果
で
あ
り
、
最
後
に
不
適
正
な
最
終

処
分
を
行
う
と
、
水
質
、
土
壌
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
悪
臭
の
問
題
も
生

じ
る
な
ど
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
最
終
処
分
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
を
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

適
正
な
最
終
処
分
を
行
う
た
め
に
、

ま
ず
大
前
提
と
な
る
の
は
、
周
囲
の
生

活
環
境
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
の
で
き

る
最
終
処
分
施
設
の
確
保
で
す
。
最
終

処
分
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
終
処
分
施
設
に
搬
入
さ
れ

る
廃
棄
物
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
、
リ

デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
対
策
の
推
進
が

非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
の
上
で
中
間

処
理
施
設
に
お
け
る
処
理
に
よ
っ
て
、

廃
棄
物
を
減
量
・
減
容
化
、
資
源
化
す

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

改
め
て
、
ご
み
を
捨
て
る
事
業
者
が
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を

持
つ
「
排
出
者
責
任
」、
モ
ノ
を
つ
く
っ

た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
事
業
者
が
、

モ
ノ
が
ご
み
に
な
っ
た
後
で
も
一
定
の

責
任
を
持
つ
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
等
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
果

た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
資

源
循
環
法
規
制
、
及
び
具
体
的
な
行
動

に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
重
要
性
や
緊
急
性
を

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
具
体
的

な
行
動
の
実
行
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
後
、
極
力
「
廃
棄
物
」
と
言
わ
ず
、

「
循
環
資
源
」
と
言
い
、
効
率
の
良
い

「
資
源
循
環
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）
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築
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、
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利
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資
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努
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、
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。
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。

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
は
、

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
分
別

収
集
し
、
資
源
と
し
て
「
再
生
利
用
」

す
る
こ
と
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
と
の
違
い

は
、
不
要
品
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、
一
度
原
材
料
の
形
に
戻

し
、
新
た
な
製
品
と
し
て
再
生
産
す
る

点
で
す
。
新
し
い
も
の
を
作
る
時
と
同

じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
新

た
な
環
境
負
荷
を
生
じ
る
こ
と
も
多
く
、

リ
ユ
ー
ス
に
比
べ
て
優
先
順
位
は
低
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
、「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
回
収
）」
の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
上
記
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
不
要
品
を
材
料
（
マ
テ
リ
ア
ル
）
と

し
て
、
製
品
を
再
生
産
す
る
こ
と
か
ら
、

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
わ
れ

る
の
に
対
し
、「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

は
、
廃
棄
物
を
「
燃
料
」
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
指
し
、
不
要
品
を
破
砕
し

て
埋
め
立
て
た
り
、
単
に
燃
や
し
て
し

ま
う
よ
り
熱
と
し
て
回
収
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
で
す
が
、
熱
と
し
て
回
収
し

た
後
は
焼
却
灰
が
最
終
処
分
さ
れ
る
だ

け
で
、
そ
れ
以
上
循
環
し
な
い
こ
と
か

ら
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
全
般
的
な

環
境
保
全
の
手
段
と
し
て
は
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
優
先
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
終
処
分
は
「
３
Ｒ
」
を
推
進
し
た

結
果
で
あ
り
、
最
後
に
不
適
正
な
最
終

処
分
を
行
う
と
、
水
質
、
土
壌
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
悪
臭
の
問
題
も
生

じ
る
な
ど
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
最
終
処
分
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
を
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

適
正
な
最
終
処
分
を
行
う
た
め
に
、

ま
ず
大
前
提
と
な
る
の
は
、
周
囲
の
生

活
環
境
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
の
で
き

る
最
終
処
分
施
設
の
確
保
で
す
。
最
終

処
分
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
終
処
分
施
設
に
搬
入
さ
れ

る
廃
棄
物
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
、
リ

デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
対
策
の
推
進
が

非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
の
上
で
中
間

処
理
施
設
に
お
け
る
処
理
に
よ
っ
て
、

廃
棄
物
を
減
量
・
減
容
化
、
資
源
化
す

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

改
め
て
、
ご
み
を
捨
て
る
事
業
者
が
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を

持
つ
「
排
出
者
責
任
」、
モ
ノ
を
つ
く
っ

た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
事
業
者
が
、

モ
ノ
が
ご
み
に
な
っ
た
後
で
も
一
定
の

責
任
を
持
つ
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
等
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
果

た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
資

源
循
環
法
規
制
、
及
び
具
体
的
な
行
動

に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
重
要
性
や
緊
急
性
を

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
具
体
的

な
行
動
の
実
行
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
後
、
極
力
「
廃
棄
物
」
と
言
わ
ず
、

「
循
環
資
源
」
と
言
い
、
効
率
の
良
い

「
資
源
循
環
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）
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